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ン
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債
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史
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H
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4
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内
包
勺

H
E
一円聞か円
C
ロ
o
u
d
S丹市田

2
4
m
F
U
丘
中
2
2
P一
回
白
内
三
-
U
K戸
仏

P
B
ご
Hd.与
え
}
内
閣

H
r
u
-
m
一。円円
pj
仲
田
」
ロ
2
2
.
b
v
z
c
」
C
5・凹ヨ

『
》

D

吋
(
げ
ロ
『
一
円
由
吋
ロ
H
m
m
c
ロ
門
仲

nrE-一月間・関門ロユ凶ソロ『何回
O

ロ・

-

本
書
は
一
九
一
三
年
に

Q
】山『‘

gaHHgユ
吋
ミ
ぬ
円
C
ロ
}
人
に
よ
っ
て
英
闘
債
値
畢
詑
史
と
し
て
著
さ
れ
た
も
の
を
一
九
二

O
年
に

改
定
す
る
と
同
時
に
其
の
父
た
る
河
凸
ロ
ロ
2
大
串
法
串
部
長
乗
教
授
の

E
ユ町田

、吋口同・
m
町内
C
口

が

】U
F
H
回一
C

内『出仲町
ω

以
後
に
於
け
る

悌
国
債
値
畢
読
史
を
加
へ
共
著
と
し
て
世
に
問
ふ
た
も
の
で
あ
る
@
而
し
て
円
以
】
ロ
『
一

2
3
H
m
m
g
が
斯
く
の
如
き
畢
詑
史
の
研
究

の
後
近
き
将
来
に
於
て
氏
自
身
の
債
値
論
ー
ー
ー
彼
の
経
済
串
を
共
の
上
に
建
つ
べ
き
意
味
に
於
け
る
ー
ー
を
殻
表
す
べ
き
事
を
序
文

に
於
て
述
べ
て
居
る
。
そ
の
意
味
に
於
て
本
書
は
氏
の
慣
値
論
研
究
第
一
巻
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

前
A
T
を
以
て
英
園
債
値
畢
設
を
述
べ
後
牛
に
於
て
悌
国
債
値
墜
詑
を
述
べ
て
居
る
。
英
園
債
値
串
詑
を
説
く
に
嘗
つ
て
は
〉

E
S

ω三
日
目
「
以
後
年
代
を
迫
ふ
て
代
表
的
な
経
済
撃
者
の
皐
説
を
順
々
に
叙
述
し
て
居
る
。
即
ち
「
〉
L
P
ロ吋

ω
-
L
5・
河町円出コ】
0
・

宮内包

テ
ユ

F
ル
グ
ヨ
シ
の
債
依
血
中
設
史

一O
三
七



商
事
研
究

第
二
容

第
三
一
招

一O
三
A

三
回
=
臨

wmmコ山
F

》
同
・
巾
A
け

zsの
z
-
-
o
u
r
-
T
E
E
E
Z
Z一一「

ω
g
z
-
4
7
4
0二
面
市
作
民
生
白
)
}
旬
及
び

p
t
2
2・
広州
W
『
曲

eg--
共

他
現
代
の
経
済
畢
者
」
の
畢
試
を
章
を
迫
ふ
て
述
べ
第
八
章
に
於
て
之
等
実
閤
準
設
蛮
践
の

H
N
Z
C
H
M
M
M
 

を
な
し
て
居
る
ω

第
九
章

以
下
山
立
に
亘
っ
て
仰
図
憤
値
皐
設
を
述
べ
其
の
内
前
二
一
章
を
以
て
皐
詑
叙
越
に
充
て
最
後
の
章
に
於
て
悌
同
事
設
の
綜
合
を
試
み

て
居
る
。
皐
詑
史
た
る
性
質
上
詑
そ
の
も
の
を
叙
越
せ
る
は
勿
論
で
あ
る
。
然
し
語
後
飴
感
と
し
て
言
ひ
得
る
は
個
々
の
慣
値
畢
詑

を
迷
ぶ
る
に
営
・
り
そ
の
個
々
の
撃
者
の
抱
け
る
経
済
畢
説
全
開
と
の
闘
係
を
考
ふ
る
こ
と
砂
き
と
と
、
如
何
に
し
て
斯
く
の
如
き
考

を
持
つ
に
至
り
し
か
即
ち
皐
誌
と
共
の
串
説
を
主
張
す
る
人
の
心
持
と
を
結
び
つ
け
て
浬
解
ぜ
ん
と
の
努
力
を
宥
得
ぎ
る
王
等
の
昧

黙
で
あ
る
。
従
っ
て
経
済
墜
史
を
読
み
て
共
通
的
に
感
や
る
隔
靴
掻
非
の
感
は
上
記
二
貼
に
よ
っ
て
一
皆
強
め
ら
れ
た
と
言
ひ
得
る
。

-・・園
田園圃-

コ}
}
-
L
G
H
E仲

g
以
後
比
於
け
る
悌
岡
債
値
皐
誌
の
殻
民
は
英
闘
に
於
け
る
夫
れ
と
英
一
し
き
相
異
鮎
を
持
っ
て
居
る
。

K
M
Q
2
5
 

ω
5
一
与
を
出
護
鈷
と
せ
る
英
樹
経
済
事
が
慎
値
の
本
質
を
費
削
に
求
め
帥
労
働
慣
偵
詑
を
同
執
し
む

5
2円
台
、
同
ミ
m
o
ぃ
等
よ
り
護
せ

る
悌
岡
伺
値
嵐
十
設
が
慣
値
の
本
樫
を
殻
用
|
|
主
税
的
殻
問
1

1
に
見
出
し
た
る
黙
に
於
て
根
本
的
相
異
あ
る
は
勿
論
で
あ
る
が
夫

等
闘
字
詰
の
殻
援
の
跡
も
亦
著
し
く
異
っ
て
居
る

J

即
ち
英
国
に
於
け
る
慣
値
事
詑
は
〉
含
富
山
山
自
主
】
よ
り
順
を
追
ふ
て
殻
展
し
て

』・

ω
-
E
-一
】
に
至
り

ω・
7
4
0ロ
田
の
革
命
に
逢
ひ
て
殻
用
車
設
乞
容
れ
昌
己
凹
ご
と
一

に
よ
っ
て
統
一
調
和
せ
ら
れ
た
。
勢
働
よ
り

生
用
費
に
、
供
給
よ
り
需
要
に
、
獲
得
の
困
難
よ
り
長
物
件
殻
別
に
共
の
観
酷
を
移
し
た
。

〉円}ロロ回

rH】
一
子
上
り

日

r

一DH
U

山一-D

に



至
る
一
つ
の
連
続
せ
る
舗
と
も
看
得
る
。
然
る
に
悌
園
に
種
展
せ
る
憎
値
皐
誌
は
絡
始
主
翻
的
設
用
に
共
の
本
質
を
求
め
た
。
北
ハ
の

琵
日
出
の
跡
は
鎖
献
で
な
く
漸
々
と
肥
太
る
球
に
比
す
事
が
出
来
る
。

斯
の
如
く
情
値
の
本
質
を
明
に
せ
ん
と
の
問
題
に
携
り
た
が
ら
如
何
に
し
て
如
上
の
相
遣
を
生
じ
た
か
。
主
と
し
て
帥
岡
畢
説
。

主
張
す
る
所
は
何
故
に
財
に
封
し
個
.
値
笠
認
む
る
か
に
答
へ
、
英
国
華
設
は
如
何
に
し
て
伺
値
は
創
浩
さ
れ
如
何
な
ゐ
貼
に
於
て
決

定
せ
ら
る
-A

か
を
問
題
と
し
て
居
る
、
隠
者
少
し
く
共
の
的
を
具
に
し
て
居
っ
た
話
で
あ
る
。
之
に
封
ず
り
の
容
と
し
て
前
者
は
人
間

に
則
し
た
る
主
観
的
技
用
情
値
を
考
へ
、
後
者
は
物
に
則
し
て
客
観
的
費
用
慣
値
を
考
へ
た
る
は
誠
に
常
然
の
事
と
一
五
は
ざ
る
を
符

た
い
。
而
し
て
伸
岡
串
者
が
抽
象
論
に
進
み
英
同
問
問
者
が
賓
際
論
を
常
一
蹴
す
る
、

一
は
形
而
上
閥
単
的
要
求
に
基
き
他
K
質
問
論
的
目

的
に
走
る
。
所
謂
英
岡
流
仰
閥
流
の
差
異
の
存
す
る
附
濁
り
慣
値
串
詑
研
究
上
の
興
味
の
み
に
止
ら
な
い
j

裁
に
は
本
書
後
ヰ
に
よ
り
併
国
債
値
畢
訟
を
紹
介
し
且
つ
本
書
引
用
す
る
所
の
文
献
を
加
へ
る
に
止
め
る
e

」

--・・圃-

同

v
r
u可

曲
目

o
n『
由
仲

2

以
後
に
於
け
る
僻
園
経
済
串
者
は
殆
ど
一
様
に
人
と
物
と
の
閥
係
に
於
て
稜
生
す
る
殻
用
を
慣
値
の
基
礎
と
し

た
。
如
何
に
し
て
物
に
伺
値
が
費
生
す
る
か
、
否
k

生
産
す
る
財
の
慣
値
存
在
理
由
は
、
何
所
に
あ
り
や
。
彼
等
は
共
の
根
操
を
慾

望
と
物
と
の
開
係
に
於
て
稜
生
す
る
殻
用
に
置
い
た
。
市
し
て
債
値
稜
生
上
第
二
戎
的
原
因
を
た
す
稀
少
性
.
勢
働
、
交
換
等
を
主

要
原
悶
た
る
殻
用
と
直
別
す
べ
く

g
E芯

E
F
d
昨日日正
O
忠

叶

内

Z
J
U
d江
口
広

mnrgh町内
h
w
ず】

3
d
E一F
p
m
ロ
ロ
]
向
等
の
語
を
用
ひ

テ
晶

E
ル
ジ
ョ
ン
の
償
値
地
殻
奥

一O
一一一丸



商
血
干
研
究

第
二
悠

第
三
銑

一O
四
O

た
今
柑
詳
細
に
紹
介
す
る
に
先
立
ち
て
俳
闘
串
設
殻
展
を
概
観
せ
ん
に
共
の
稜
生
は
十
八
世
紀
後
牛
た
り
と
は
件
る
・
未
だ
明
確
乞

鉄
き
動
揺
を
発
れ
符
5
り
し
慣
値
串
詑
は
吋
ロ
門
的
C
け
の
C
ロ
告
一
一
回
内
に
よ
り
て
其
の
基
礎
を
人
間
の
心
型
的
た
る
懇
望
に
殻
見
し
た
。
十

九
世
紀
の
前
宇
に
入
り
て
」
・
出
・

2
旬、

mog-
出
で
一
八
五

O
年
頃
に
至
り
英
仰
の
慣
値
曲
目
γ

説
は
正
に
共
の
影
響
を
及
し
溶
透
作
川

の
行
は
る
L
を
見
た
ω

即
ち
そ
れ
ま
で
の
悌
岡
皐
訟
は
主
と
し
て
殻
用
即
ち
消
費
者
の
立
場
に
於
て
考
へ
ら
れ
英
凶
早
訟
は
費
川
即

ち
生
産
者
の
立
場
に
於
て
立
論
せ
ら
れ
た
が
此
の
頃
に
行
は
れ
た
相
互
接
透
の
結
果
は
梯
閤
皐
詑
払
生
一
陀
費
を
考
慮
の
中
に
加
へ
、

英
間
接
説
も
消
費
者
の
亨
受
す
べ
き
、
殻
用
釈
取
り
入
れ
た
。
怖
固
に
於
て
は

F
Z山
片
山
口

P

ユ凶
-
H
d
h
Z
4
・H
-
C
P
2
.
2
等
‘
英
国

に
於
て
は
}
-
m
w

・
百
三

に
之
を
看
取
す
る
事
が
出
来
る
，
然
れ
ど
も
悌
岡
皐
誌
に
於
て
は
あ
く
ま
で
殻
加
を
最
重
要
伎
に
泣
き
慾

空
か
ら
離
れ
歩
、
即
ち
己
三
一
応
叫
伊
丹

は
彼
等
の
基
本
と
し
て
握
っ
て
居
っ
た
所
で
あ
る
。

一
八
七

O
年
以
後
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア

関
学
祇
限
界
放
同
誌
の
影
響
を
受
け
た
事
は
勿
論
で
あ
る

d

然
し
た
が
ら

d
E
E
E完
は
そ
れ
白
ら

リ

rHgmR
の
限
界
殻
川

γ・

-
d

。
ロ
凶
の
円
程
物
件
設
用
と
一
致
貼
を
持
つ
も
の
で
る
る
。
普
柿
職
争
以
後
に
於
け
る
俳
闘
経
済
忠
一
真
は
鞍
後
の
経
済
問
題
と
閑
語
し
質

際
上
の
必
要
に
迫
ら
れ
隆
盛
を
呈
し
た
。
共
の
問
に
生
札
出
で
た
こ
っ
の
流
れ
即
ち
在
来
の
古
典
主
義
自
由
主
義
を
奉
じ
英
岡
接
試

に
却
し
自
ら
を
開
く
ロ
門
主
か
g
J
2
m
の
流
れ
と
自
由
批
評
の
立
場
に
立
ち
折
衷
主
義
友
と
り
滴
逸
歴
史
串
誠
に
同
情
を
持
つ
ロ
ロ
ナ

，4
町

H-m
一円
hι
円
四

の
流
れ
と
が
あ
る
。
共
の
粧
梢
串
の
立
論
の
態
度
と
内
容
に
相
具
の
あ
る
は
勿
論
で
あ
る
が
そ
の
抱
く
債
値
事
試
が

静
岡
停
統
の
心
理
設
を
守
旬
終
始
一
貫
し
て
其
の
中
心
酷
に
主
観
的
た
数
周
を
含
ん
で
居
っ
た
.
一



以
上
の
如
き
護
展
の
跡
を
た
ど
り
た
り
と
考
へ
ら
る
L
悌
国
の
慣
値
製
詑
史
を
叙
述
す
る
に
常
り
著
者
は
三
時
代
を
劃
し
戸
時
前
・

山口三耐え

2
5
F
2
8
5
5目
見
開
口
自
及
、
び
戸
2

8
コ
巳
ロ
ロ
コ
仲
町
二
円
聞
と
し
、

H-m
明
日
己
主
主

2
2
と
し
て
句
}
】
百
円

2
2同
町
田
を
中
心

と
す
る
慣
組
問
事
設
を
叙
し
、
同
九
田
町

0
2仲「ロ円・
2
『
白
と
し
て
'
『
・
ロ
・

ωhq
よ
り
η
。巳「ロ
O
仲
に
及
び
主
人
岡
県
一
訟
の
影
響
僻
代
を
主
と

し
て
述
べ
、

F
Z
円。ロニロロ出仲町己門出

と
し
て
一
八
七

O
年
以
降
現
代
に
至
る
債
杭
鳳
一
訟
を
説
明
し
て
居
る
。
問
を
註
ふ
て
大
樫
の

紹
介
を
試
み
る
ω

四

主
期
的
殻
則
慣
値
串
設
は
句
}
】
3
5
2
D仲
内
的
及
び
共
の
時
代
の
経
済
撃
者
の
多
く
が
〉
己
ロ
吉
川
山
口
ユ
吾
以
前
に
於
て
就
に
之
を
創

始
す
る
と
共
に
蓋
し
た
か
の
翻
が
あ
る
，
む

s
g
g
w
ば
直
接
慾
望
充
足
に
あ
て
ら
る
L
物
の
債
値
を
ぐ
と
口
口
門
戸

M
E円
]
]
巾
と
稲
し
、

交
換
の
仲
介
に
よ
り
て
初
め
て
使
用
し
得
る
物
の
慎
値
を

J
1
p
-
2
H円

4
m
r
d
h品
目

と
裕
し
た
ゆ
使
用
債
値
と
交
換
侭
値
で
あ
る
。
斯
の

如
き
O

E
円凹ロ
E
U
『
の
思
想
は
伊
太
利
経
消
息
ナ
者
。
乙
一

E
二口
ιωiH吋
∞
ご
に
設
す
る
と
せ
ら
る
乙

のとん
P
H
L

は
人
間
活
動
の
働

悶
と
物
に
封
す
る
評
債
の
基
礎
を
慾
望
に
泣
い
た
。
即
ち
人
は
此
の
懲
望
に
従
っ
て
評
債
を
な
し
伺
他
山
大
さ
を
定
め
る
ゆ
さ
れ
ば

あ
る
と
友
し
た
。

人
間
は
債
値
の
第
一
一
開
国
な
り
と
主
張
し
、
慣
値
と
は
人
間
思
考
の
中
に
於
け
る
一
物
の
所
有
と
他
物
の
所
有
と
の
比
較
的
概
念
で

0
2
2
ロ凶
U

刊
は
上
の
如
く
二
種
の
慣
値
を
区
別
し
使
用
慣
値
の
源
に
心
理
的
款
問
を
認
め
て
は
居
た
が
深
く
遡
る

事
を
し
広
か
っ
た
。
然
る
に
彼
の
開
聞
を
め
ぐ
る

E
-
3
2
n
E
Z加
の
殆

E
凡
て
は
主
制
的
殻
用
慣
値
を
極
め
て
詳
か
に
論
じ
て
居

テ
a
E
L
F
ジ
軍
ン
の
掴
同
僚
島
髭
史

一O関



指
向
圃
申
僻
究

第
二
巻

-=一雛

一
O
四一一

る
の
み
た
ら
や
之
を
以
之
経
済
撃
の
出
張
貼
と
し
て
居
る
。

〉

E
B
ω
'目
的
与
の
巧
g
r
r
o
F
Z丘一

c
g
に
先
立
つ
こ
と
十
年
、

一
七
六
七
年
町
一
J
M
L
c
a
E
S
に
賛
成
し
件
ざ
り
し

F
8
・

ム
閣
の

E
丸
山
口
は
同
協
同
日
吉
田
】

1.ρ
ロ
巾
回
忌
こ
P

ユ
島
市
回
目
町
内
仲
田
口
円
]
」

HEu宮
を
出
版
し
た

J

枕
は
山
内
に
閥
連
し
て
主
制
使
値
訪

を
と
り
、
如
何
な
る
物
の
憤
値
も
共
の
物
と
封
服
し
て
撚
笠
の
高
低
大
小
に
依
っ
て
増
減
す
る
と
。
ま
た
阿
川

2
3
E
n
E【

2

の
別
派

を
取
す
パ
門
ロ
点
。
仲
に
至
っ
て
よ
り
明
確
と
な
っ
た
。
殺
は
使
用
債
依
は
交
換
促
他
に
光
っ
て
存
ず
る
も
の
之
し
北
ハ
の
論
文
ぐ
乙

2
2

n-
打出回、】コロロ片山仙

に
於
て
使
間
憤
値
を

〈
口
一
町
三
内
回
目
的
g
u片山
4
m

と
し
交
換
偵
他
を

d
r
H
b
]
m
z

「包勺勺ん山口一日仲山司巾

と
し
て
限
別
し

た
o

J

、
色
町
己
『
町
長
百
円
5
.
5
と
言
ふ
、
人
間
が
英
の
慾
望
充
足
資
料
た
る
物
に
到
し
て
附
興
す
る
金
主

町田一

2
5叩

の
度
合
を
去
す
が

故
で
あ
る

ψ

〈
乙

2
「
H
H
V
1
Z
一P
Z
4
0

と
言
ふ
、
個
人
的
傘
重
の
皮
A
H
を
延
し
た
多
く
の
ぐ
と
巾
口
『
《
田
三
日
同
二
宮
内
が
出
合
っ
て
決
定

ぜ
ら
る
h
か
ら
で
あ
る
。
前
者
は
孤
立
の
人
に
於
て
も
存
す
る
が
後
符
は
交
換
の
存
在
を
共
の
汲
生
.
製
作
と
す
る
。

憤
値
と
設
用
と
を
泊
合
す
る
事
は
英
閤
忠
一
者
に
砂
く
た
い
。
然
し
な
が
ら

ー門口「門
O
門

は
明
蹴
に
之
が
限
別
を
な
し
た
。
物
が
自

己
の
秋
望
充
足
に
趨
せ
り
と
考
ふ
る
時
其
の
物
に
致
用
を
認
め
た
の
で
あ
る
。
然
し

J

「ロ叶川町乙丹

は
之
れ
を
以
て
直
ち
に
債
値
あ
り

と
は
し
な
い
、
共
の
設
用
あ
り
と
認
め
た
る
物
と
他
の
物
と
を
比
較
す
る
時
に
初
め
て
悦
伎
あ
り
と
な
す
河
使
用
慣
値
目
技
用
あ
る

数
種
の
物
の
聞
に
於
け
る
濯
揮
を
諌
想
し
欲
望
の
段
階
、
故
用
の
比
較
を
要
件
と
す
る
。
即
ち
川
町
賢
人
は
空
腹
の
場
合
に
は
熊
の
皮

よ
り
も
共
の
肉
を
慾
す
ぺ
〈
、
食
慾
が
充
足
さ
れ
尖
に
寒
気
を
莞
ゆ
る
時
は
熊
の
皮
を
怨
す
る
で
あ
ら
う
。
斯
〈
使
用
偵
値
は
懲
望

わ
漸
制
捜
に
よ

ο
て
費
り
、
致
用
の
移
る
に
従
っ
て
替
る

J

斯
く
の
如
き
個
人
的
情
値
判
断
に
闘
し

吋ロ『旬。仲

は
先
見
と
獲
得
の
困



難
を
加
へ
た
。
是
に
よ
っ
て
慾
望
の
院
分
、
法
揮
の
順
序
、
設
川
の
評
債
を
な
し
う
る
@
何
人
も
将
来
に
封
ず
る
蓄
へ
は
存
・
在
最
壇

首
な
る
も
の
よ
り
も
稀
少
な
る
も
の
に
就
て
先
づ
た
す
。
誌
に
於
て
獲
得
の
同
難
え
は
時
少
性
は
慣
他
諭
の
問
題
と
た
る
。
以
上
。

如
〈
紐
々
の
保
件
hw-
考
へ
た
る
後
彼
は

A
F
1
L
m
F
H
同
町
印
同
日
目
白
江
戸

A

を
ば
人
川
が
そ
の
懲
笠
の
異
り
た
る
封
象
に
認
む
る
徐
重
の
度
合

な
り
と
し
た
。

一
七
五
五
年
に
川
版
せ
ら
れ
た
悶
閉
口
町
m

ロ
吋
〆
ロ
ロ

2
3
P
S
E
-
-
2円
市
に
が
、
て
門
Y
3
2
一
}
。
一
】
は
ご
一
月
ロ
片
山
口
三

5
2ロ
巾
な

る
削
念
を
と
り
貨
物
を
生
産
す
る
に
嬰
せ
る
土
地
と
附
労
働
の
円
五
と
し
個
、
仙
一
を
物
の
巾
に
求
め
た
る
を
排
し

の
C
ロ乙山一
-
m
戸内

は
之
れ
を

人
川
の
内
に
見
出
し
た
(
円
、
巾
の
0
5
百
円
円
白
内
作
一
円
(
…
c
ロ
4
円HH
回
目
円
口
内
同

30)。
即
ち
日
く
M
M
怖
を
絶
向
的
性
質
と
し
て
物
に
附
着

吟
し
め
て
考
ふ
る
は
全
く
誤
っ
て
出
る

3

阿
川
航
は
人
聞
の
使
川
と
関
係
し
て
起
る
。
人
間
が
物
に
有
川
性
を
認
め
ざ
る
場
合
に
俄
値

な
し
a

故
に
憤
値
は
物
の
有
用
性
に
封
し
て
な
す
判
断
の
結
果
で
あ
り
、
人
間
の
斯
く
の
如
き
判

4

断

ω
大
小
に
よ
っ
て
増
減
す
る

と
。
斯
く

m
U
D
E
ロ
-3
に
よ
り
て
方
向
付
け
ら
れ
ん
と
し
た
仰
岡
偵
純
皐
訟
は
の

E凹
】

5
吋
ミ
的
C

同
を
経
て
の

c
E
]一
定
に
よ
り

て
全
く
心
珂
的
慣
値
準
設
に
移
っ
た
。
位
は
支
た
そ
の
伺
値
概
念
を
決
定
す
る
に
不
可
分
的
要
素
と
し
て
殻
肌
と
共
に
稀
砂
性
を
考

へ
且
つ
両
者
は
相
互
依
存
の
関
係
に
立
ち
稀
砂
性
の
大
と
な
る
事
は
そ
れ
白
ら
殻
川
を
増
す
所
以
と
巧
へ
た
。

ド
ロ
ヨ
・
o
m
H
H
P

己
C
H
町
二
三
等
司
一
弓
回
一
。
円
2
4
2
に
属
す
る
者
は
凡
て
心
理
的
憤
航
誌
を
と
れ
り
。
殊
に
H
A

巾
吋
『
C
由
コ
巾
は
共
の
著

H
U
m
]
凶
ロ
仲

2
m件
前

ω口一
p
f
同
吋
吋
吋

に
於
て
促
値
費
生
の
問
原
悶
を
翠
げ
、
物
の
有
用
性
、
生
産
費
、
稀
少
性
及
競
争
と
な
し
極
め
て
深

き
研
究
を
遂
げ
て
居
る
。

テ
品

E
ル
ジ
ヨ

y
の
債
依
回
申
髭
由
民

一O
円
三



向
患
研
究

第
二
品
世

第
三
彼

一O
四
回

五

段
上
述
ぷ
る
も
の
は

d
己
一
長
ぐ
と

2吋
a
・c
g唱
及
び
ぐ
と

2
『
円
台

rgm巾
を
ぽ
慾
望
を
以
て
支
へ
た
る
措
段
に
於
て
考
へ

た
。
即
ち
同
区
一
口
丹
市
は
内
界
の
慾
望
と
外
界
の
封
象
と
の
聞
に
立
て
ら
れ
た
お
関
係
で
あ
り

ぐ
p
一m
ロ『【】・
g
叫
口
問
司

は
敢
筒
の
ロ
ヤ

-
】
志
間
に
於
け
る
比
較
に
よ
り
て
撰
搾
の
.
順
序
を
潟
、
想
ず
る
。
市
し
て

F
L円=円円
]
d
n
r
p
H
m

は
ぐ
円
一
円
ロ
円

q
E
5
3
の
枇
合
的
問

展
で
あ
り
各
人
相
互
の
使
用
償
値
判
断
の
出
合
で
あ
る
。
斯
く
慎
値
は
熱
望
に
基
礎
を
置
き
た
る
概
念
に
し
て
人
性
の
最
深
に
共
の

根
底
を
見
出
し
た
理
で
あ
る
。
市
し
て
本
書
著
者
は
上
越
ご
回
同
国
一

cmg同
門
却
を
中
心
と
す
る
債
依
串
誌
を
主
と
し
て
心
理
主
義
に
基

く
も
の
と
し
弐
に

F
2
8
5
R宮内
2
H
m
と
し
て
木
一
同
製
設
揖
取
時
代
そ
考
へ
た
。

同

-mw-ω
唱
は
深
く
英
図
功
利
思
想
に
賛
し
共
の
経
桝
島
一
訟
に
於
て
も
コ
月
山
.0ng仲
町
印

の
流
を
受
入
る
L

よ
り
も
英
国
経
済
撃
に

影
響
せ
ら
る
L
所
多
か
っ
た
。
被
の
経
消
息
・
は
宮
左
右
概
念
の
上
に
建
築
せ
ら
れ
共
の
宮
は
交
換
慣
位
と
離
す
べ
か
ら
ざ
る
関
係
に

立
つ
。
而
し
て
共
の
慣
値
は
比
較
的
の
も
の
で
物

ω
性
質
に
基
き
濁
立
に
存
す
る
も
の
と
考
へ
歩
、
人
に
よ
り
て
初
め
て
存
在
し
慾

壁
、
殻
用
‘
慣
値
と
順
共
に
考
へ
る
。
而
し
て
殻
則
を
意
味
す
る
に
〉
E
S
?三
与
の
致
問
が
衣
食
住
に
役
立
つ
事
に
限
定
し
て

解
せ
ら
る
L

に
到
し

ω
q
は
共
の
範
閣
を
限
定
せ
歩
、
如
何
な
る
仕
↑
々
に
よ
る
を
問
は
十
人
に
役
立
つ
物
の
能
力
と
解
し
た
。
，
弐

に
物
の
交
換
慣
値
を
考
へ
る
に
そ
れ
と
交
換
取
得
す
る
側
物
の
主
と
た
し
、
斯
く
の
如
き
交
換
債
値

ω
由
っ
て
来
る
所
を
需
要
者
と

供
給
者
と
の
聞
に
行
は
る
L

許
債
の
差

κ師
し
た
。
而
し
て
需
要
は
致
問
に
よ
り
て
決
定
さ
れ
供
給
は
生
産
費
に
よ
り
て
制
限
さ
る



る
と
な
し
英
間
接
読
を
異
っ
た
方
法
に
於
て
受
入
れ
て
居
る
。
且
つ
舟
〈
生
産
費
を
慣
値
論
中
に
入
る
h
の
み
な
ら
や
自
然
慣
値
な

る
考
へ
を
取
入
れ
た
。
然
し
此
O
最
後
の
考
は
左
し
て
殻
展
せ
し
む
る
事
な
く
し
て
了
っ
た
。
〈
の

g
a
g
s
-
a
a
d
n
O
M
H
O
B向。

で

o
a
r
J
2巾勺同
-
E
Z
z
y
一E
A
F
Q

一
切
立
仲
0
3
5
a
a
H
}
同・山口口一勺内田守口色白包巾ロ
g
d
H
U
吋
「
伊
戸

m
q
m
w口
0
3
0
5

一m-勺
O
】由民
ρ
ロ
3
日
明
。

ω
)
。一

』

c
m
さ
r
p
o
N
も
同
様
に
考
へ
債
値
の
原
因
を
丘
一
-
忘
と

2
3広
と
に
求
め
前
者
を
第
一
・
弐
的
の
も
の
と
し
後
者
友
第
二
共
的

の
も
の
と
し

2
足
‘
か
を
ば
其
物
uq-
幹
来
ず
に
要
す
る
附
労
働
と
結
附
け
て
考
へ
た
(
門
口
つ

R
B町
内
宮
]
一
二
宮
内
。
ロ
句
ユ
ロ
ユ
志
向
】
叩

p
m
n
一巾口町内門
]
F

由『一円]回明白川印

出
岳
、
)
O
H
T
E
に
至
り
て
使
用
慣
値
を
社
合
的
意
義
に
考
へ
有
用
な
る
物
を
人
聞
の
獄
望
充
足
に

充
つ
る
に
直
接
な
る
場
合
と
間
接
な
る
場
合
h
q
別
ち
前
者
を
自
ら
物
を
所
有
す
る
場
合
と
し
後
者
を
交
換
取
得
に
よ
り
て
初
め
て
依

望
充
足
に
充
て
ら
る
L
場
合
と
し
た
。
市
し
て
後
者
の
場
合
即
ち
物
に
封
し
懲
・
培
一
在
感
じ
然
も
量
に
於
て
制
版
あ
り
且
つ
自
ら
所
有

せ
ざ
る
場
合
に
交
換
起
ゐ
。
さ
れ
ば
後
者
の
場
合
に
起
り
の
交
換
慣
値
は

界一

-
r
p
g
B広
及

び

【
同

HHHJ田口
H.帥回
一
四
回
巴

xhv
を
後
想
す

る
。
即
ち
交
換
慣
値
は
使
用
慣
値
の
一
形
態
で
あ
る
!
而
し
て
豆
町
一
忘
を
人
間
慾
望
充
足
に
役
立
つ
と
言
ふ
如
〈
債
〈
解
し
た
る

事
と

E
Eか
の
増
加
は
直
接
に

三
日
目
一
広
を
増
加
す
る
も
の
な
り
と
考
へ
一
る
事
に
よ
り
て
金
剛
石
の
交
換
債
位
大
た
る
は
使
用
債

値
大
な
る
に
よ
る
と
し
て

rgヨ
ω
5
一忌

の
困
難
を
救
っ
た
。
而
し
て
斯
く
の
如
き
交
換
債
値
は
現
貨
の
交
換
に
よ
り
て
決
定
せ

ら
れ
其
の
場
合
に
出
要
供
給
の
競
合
に
依
る
も
殺
は
之
を
交
換
債
値
決
定
の
単
な
る
メ
カ
=
ス
ム
と
解
し
各
の
背
後
に
慾
望
と
掛
力

と
を
結
付
げ
て
考
へ
た
一
。
(
の
。
ロ
吋
凹
円

F
Sロ
ogr-doご
一
舌
♂
出
足
)
。
切
町
戸
田
氏
巳
は
慣
値
を
著
し
く
人
間
関
係
に
持
京
市
し
一

mz-Y

-勺
O
門
件
広
市
内

}gN
白
川
「
丘
町
内
出
土
回
二
国
内
宮
交
換
さ
れ
た
る
こ
つ
の
白
山
『
之
内
向
の
閲
係
と
な
し
た
。
之
れ
彼
の
粧
消
息
?
の
根
本
信
僚
た

テ
ユ

I
t
w
ジ
ヨ
シ
の
債
催
準
設
見

一O
凶
五



肉
祭
研
究

第
二
谷

第
三
銭

一O
問
六

る
枇
合
連
帯
的
調
J
M

観
よ
り
来
り
し
均
衛
的
解
躍
に
淵
源
す
る
も
の
に
し
て
共
の
背
後
に
は
怖
困
流
の
殻
川
を
認
め
た
。
彼
は
a

設
用

歌
分
ち
て
ロ
片
山
門
戸

m
m
H
E
Z一
戸
内
と
主
主
い
か

O
弘司
2
2
と
な
し
前
者
は
封
自
然
闘
係
に
し
て
後
者
は
人
と
人
と
の
聞
に
於
け
る
協

働
に
よ
り
て
生
じ
、
此
の
さ
即
日
一
同
町
空
中
『
門
口
国

を
独
特
ず
る
に
嬰
ず
る

回
H

門
司
山
川
町
を
償
値
の
某
と
せ
し
も
の
で
あ
る
、
〈
同
2
2
?

-ロ…

s
r
u
g
s一
宮
内
田
抽
出

2
1
∞2
白ユロ
ωえ
に
至
つ
て
は
英
幽
流
殊
に

『
・

ω
-
Z
E
と
著
し
く
近
〈
償
植
は
誠
一
袋
供
給
に
よ
り

決
定
し
且
つ
一
般
に
生
間
費
に
落
着
く
も
の
と
し
た
、
然
し
尚
俳
同
事
訪
を
離
札
す
人
間
の
経
験
す
る
慾
求
は
物
の
偵
他
を
決
定
す

る
場
合
に
生
同
費
よ
り
も
強
く
働
く
と
考
へ
て
居
る
、
ハ
伝
言
ロ
巾
日
仏

J

即
日
ロ
0
2一向日

M
O
H
町民

ρ
ロ
♂
同
ω出
〉
。
勺
凶
器
可
は
よ
り
以
上
英
闘
流

有
慣
性
を
原
因
と
し
て
応

え
ハ
虫
色
C
ロロ

1
L
Z
F
てか
8
5
B一
問
問
己
主
一
宮
3
M彩
色
一
?
の
口
一
一
一
E
S
E
-
出

u
S
し「

C
白
4
r
O
2己
何
時
も
著
し
〈
奨
岡
部
T

説
に

に
近
/
¥
一
方
に
於
て
拘
費
の
慾
望
を
考
へ
る
と
同
時
に
持
倒
、
生
件
費
等
を
内
容
と
す
る

。ロhw.0
由一応

割
問
響
せ
ら
れ
偵
航
乞
殻
川
と
費
用
の
二
元
に
求
め
費
川

-r
介
仰
附
し
て
努
銀
と
資
本
利
子
と
な
し
、
之
を
以
て
債
依
起
閃
の
根
源
と
な

し
た
。
(
吋
2
rか
仏
が
口
0
2
C
白
H
I
2
z
z
z♂
∞
日
か
と
白
出
∞
。
v
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得
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慾
求
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困
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け
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概
概
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縛
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概
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ら
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値
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値
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。
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に
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ス
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。
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ら
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簡
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得
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佐
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入
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入
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